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福岡県西方沖を震源とする地震 （平成17年3月）
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（福岡市 50代 男性）

つくりつけの家具で救われる
～倒れるかと思った高層マンション～

私の家は、9階建のマンションの最上階です。地震が起きた時は、まず体験した
ことがない揺れでしたので、「あ、このマンション倒れるな」とふと思いました。そ
れから、子供が家に居たので、無我夢中で子供部屋を見に行きました。
うちは幸運にも、4、5年前にリフォームをして、家具を全部「つくりつけ」にし

ていましたので、タンスが倒れることもありませんでした。隣の家に行ってみると、
棚の上のテレビは落ち、大きな家具は倒れ、金魚鉢も見事に割れていました。
家具を「つくりつけ」にしたのは、地震を意識していたわけではないんです。収納

力がアップするし、見栄えもいいという、ただそれだけの理由でした。
今回の地震で、つくりつけの家具＊と後置きの家具がこんなに違うんだというこ

とを実感しました。ほんとうに、たまたまでしたが、ラッキーでした。

＊ つくりつけの家具とは、取り外しのできない、壁などと一体化して作ら
れた家具のこと。
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宮城県北部を震源とする地震 （平成15年7月）
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（東松島市 50代 男性）

油断大敵！
～屋根うらのボルトのゆるみも確認を～

地震の後、ある住宅メーカーが無料診断をしてくれるというので、建築士の人に
屋根裏に入って見てもらったんです。うちの家は平成3年につくったものですが、
撮ってくれた写真を見ると、ボルトなどの金具がみんな緩んでいたんです。
木造だと、乾燥して木がだんだんやせてきて、やせてもボルトはそのままだから、

何もなくても若干は緩むということは知っていましたが、うちの場合は、地震の影
響でナットなんかがかなり緩んでいたので、耐震補強をしてもらいました。

ふつうの人は、ふだん屋根裏までは見ませんからね。「この前、あのくらいの地
震がきてもつぶれなかったから、今度も大丈夫」なんて思っていると危ないという
ことなんですよ。
もう今すでに緩んでいるとしたら、今度同じような地震がくれば、つぶれるくら

いになるわけですから、点検や補強をしておくというのは、ほんとうに大事だと思
います。起きてしまってからでは取り返しがつきませんからね。
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宮城県北部を震源とする地震 （平成15年7月）
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（石巻市 40代 男性）

全戸に配った手作りの「井戸マップ」 

あの地震は、たまたま局地的だったですけれども、あれが広範囲だったら大変で
すよね。被害がこの辺だけだったので、ちょっと車で5分、10分走れば、何でも買っ
てこられたんですよ。もし宮城県沖地震なんかが来れば、宮城県全体がある程度被
害を受けるから、大変なことになると思いますね。
何と言っても、最後は水がないのが一番困るんですよね。それで、私たちの防災

会では、井戸がどこにあるのかが一目でわかるマップを作って、町内267戸全戸
に配布したのです。ラミネート＊をかぶせて長持ちするようにして。

ここで肝心なのは、「もしもの場合は、どなた様も来てくださいね」と言ってくれ
ている家だけを地図に載せているところです。それがイヤだという人のところは、
井戸がないことになっているわけで、ちゃんと了解をとっているんですよ。
自分は建築事務所をやっているから、製図用のコンピュータソフトを使って地図

づくりを手伝いました。少しは役に立てたかなと思います。

＊ ラミネートとは、ラミネートフィルムという透明なシートのこと。
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平成17年台風第14号 （平成17年9月）
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（杉並区 70代 女性）

帰宅訓練のおかげで足に自信

何でも体験できるのはいいチャンスだからと、帰宅困難者の訓練に毎年参加して
います。
先日、電車に乗っている時に、人身事故で電車がストップしてしまったんですが、

帰宅訓練で新宿から自宅まで歩いたことがあるという自信があったので、さっさと
一番に歩いて帰ったんです。
訓練で体験していなかったら、そうはいかなかったと思います。途中ではぐれて

しまった主人は、新宿へ戻って電車を待ったらしいんですけど、私より1時間ぐら
い遅れて帰ってきました。
ただ、私もまさかこんな状況になるとは思っていなくて、ヒールのある靴を履い

ていたから、かなりきつかったですね。若い人たちには、「会社のロッカーには必
ず低い靴を置いておきなさい」って言いたいです。
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阪神・淡路大震災 （平成7年1月）
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（神戸市 60代 男性 元市職員）

出勤か、救助か、悩む
～誰かがジャッキ、12人助ける～

私の家はつぶれなかったけれども、周りはほとんどつぶれました。立場を考え、
出勤すべきか迷ったあげく、その日は夜まで救助活動を続け、12人助けました。
家の下敷きになった人を助けたのですが。その助け方が難しいんですよ。上から

いったら人の重みがかかって危険なので、下からもぐり込んで助けるんです。木造
の建物などは、梁にジャッキをかませたりしてね。
最初、大きなジャッキでやろうとしたけど、重たくて扱えない。そのうち、近所

の誰かが小さいジャッキを持ってきてくれたので、それを使って、ちょっとずつ持
ち上げていきました。車のジャッキも使いましたが安定が悪くて、案外使いづらかっ
たんです。
で、頭が入るぐらいの大きさまでになったら、そこからもぐっていくのですが、

余震があるから、これがかなり恐いんです。私は田舎の百姓の育ちだったから、で
きたけど、町の人には難しいやろうね。






